
学校番号 110 

平成 31年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高村直助・高埜利彦「日本史Ａ 改訂版」 （山川出版社） 

副教材等 新詳日本史 （浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史という時間軸を感じる。 

・歴史的事象に「なぜ」の視点を持つ。 

・歴史を背景とした日本列島地域の諸事情を踏まえ、現在の世界の在り方を考える。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に親しみ、歴史的思考力を培う。 

・現代の諸課題を近現代史を中心とする歴史と結び付け歴史的観点から考察することができる。 

・日本の歴史を地理的条件や世界の歴史と関連付けながら理解し、国際社会に主体的に生きる地球

市民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代史を中心とす

る日本の歴史に対す

る関心と課題意識を

高め、意欲的に追究す

るとともに、国際社会

に主体的に生き国

家・社会を形成する地

球市民としての責務

を果たそうとする。 

現代社会の諸課題を

歴史的観点から考察

し、国際社会の変化を

踏まえ公正に判断し

て、その過程や結果を

適切に表現している。 

近現代史を中心とす

る日本の歴史に関す

る諸資料を収集し、

有用な情報を選択し

て、読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

近現代史を中心とす

る日本の歴史につい

ての基本的な事柄を

地理的条件や世界の

歴史と関連付けなが

ら理解し、その知識

を身に付けている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

 

 

 

 

〔主題学習〕 

レポート 

報告会での発表内容 

〔主題学習〕 

ポスター 

〔主題学習〕 

内容のまとまり 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

※「主題学習」とは主題を設定して行う学習活動で、適切な時間を確保して行う。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

２ 開
国
と
明
治
維
新 

アジアの激動と日本の開国 

江戸幕府の滅亡 

明治維新 

富国強兵 

明治初期の外交 

殖産興業と文明開化 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:開国と明治維新といった近

代国家の成立過程について、関

心と課題意識を高め、意欲的に

追究しているか。 

b:なぜ江戸幕府が滅亡したの

か、またなぜ明治政府が中央集

権化を目指したのかについて

考察できているか。 

c:近代国家の成立過程に関す

る諸資料を収集し、有用な情報

を適切に選択して、表現できて

いるか。 

d:日本の近代の幕開けを世界

史の大きなうねりと関わらせ

て理解しているか。 

授業、課題

プリントへの

取り組み状

況 

ノート提出 

定期考査 

立
憲
国
家
の
成
立 

自由民権運動 

立憲制の成立 

立憲政治の展開 

日清・日露戦争 

産業革命と社会の変容 

明治の文化 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a:立憲国家の成立に対する関

心を高め、意欲的に追究しよう

としている。 

b:日本が、なぜ日清･日露戦争

を通して大陸に進出していっ

たかを国際的な視野の中で社

会的背景とともに理解してい

るか。 

c:立憲国家の成立に関する諸

資料を収集し、有用な情報を選

択して、表現することができ

る。 

d:日本がアジアで初めて立憲

政体を構築した歴史的意義を

理解しているか。 

授業、課題

プリントへの

取り組み状

況 

ノート提出 

定期考査 



２
学
期 

第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本 

政党政治の展開 

ワシントン体制 

経済・社会の変容 

市民文化 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a:日本の資本主義社会成立に

起因する様々な問題を、今日的

問題としてとらえているか。 

b:第一次世界大戦の原因や影

響について多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を適切に

表現している。 

c:戦後日本の歩みと世界情勢

の推移に関する文献、映像、統

計などの諸資料を活用するこ

とを通して、追究、考察した結

果を表現できているか。 

d:政党内閣の成立、市民文化の

発展の背景に、大衆社会の成立

があることを理解しているか。 

授業、課題

プリントへの

取り組み状

況 

ノート提出 

昭
和
の
恐
慌
と
満
州
事
変 

恐慌の時代 

政党内閣期の内政と外交 

軍部の台頭 

 

○  

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:恐慌の中で農村に生じた危

機に着目できたか。 

b:社会主義運動の高まりと、こ

れに対する徹底した弾圧の動

きを、次第に緊迫する内外情勢

と関連させて考察できたか。 

c:アジア太平洋戦争につなが

った近代史の展開に関する諸

資料を収集し、有用な情報を適

切に選択して、読み取ったり図

表などにまとめたりしている。 

d:天皇機関説問題や激しい弾

圧による社会主義者の大量転

向などを、国内の戦争反対勢力

を一掃する動きとして理解で

きたか。 

授業、課題

プリントへの

取り組み状

況 

定期考査 



第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本 

日中戦争 

重化学工業化と統制経済 

第二次世界大戦と太平洋戦

争 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:日中戦争の長期化から敗戦

に至るまでの過程についての

関心を高め、意欲的に追究しよ

うとしている。 

b: なぜ日本はアメリカとの戦

争に踏みきったのか、経済的背

景を含め、総合的に考察するこ

とができたか。 

c:国民生活や文化の各方面に

わたる国家統制の強まりを、資

料を活用し、具体的な事例に則

して考察できたか。 

d:日中戦争から太平洋戦争に

至る政治過程を国際的な対立

関係の中で正しく理解できて

いるか。 

授業、課題

プリントへの

取り組み状

況 

定期考査 

３
学
期 

占
領
下
の
日
本 

占領と改革 

冷戦の開始と講和 

 

○ 

○  

○ 

○ 

○ 

a:占領期の諸改革から日本の

独立までの過程についての関

心を高め、意欲的に追求しよう

としているか。 

b:女性参政権が認められ、政党

政治が復活する中、主権在民・

平和主義・基本的人権の尊重の

３原則を中心とする日本国憲

法が制定された経緯と意味を、

国民生活の状況も踏まえて考

察できたか。 

c:占領期の諸改革から日本の

独立までの過程に関する諸資

料を収集し、有用な情報を適切

に選択して表現することがで

きているか。 

d:サンフランシスコ平和条約

の調印による日本の独立国と

しての主権回復の意義と、安全

保障をアメリカに依存する日

米安保条約の締結の意味を理

解できたか。  

授業、課題

プリントへの

取り組み状

況 



経
済
繁
栄
と
保
守
長
期
政
権 

55 年体制 

高度経済成長期の経済と社

会 

 

○ 

○  

○ 

○ a:55 年体制の成立から高度

経済成長期までの過程につい

ての関心を高め、意欲的に追求

しようとしているか。 

b:保守合同による自由民主党

の成立から経済成長を背景と

した安定した保守政権の誕生

に至るまでを、外交・政治・経

済を踏まえて多面的・多角的に

考察できたか。 

c: 55年体制の成立から高度経

済成長期までに関する諸資料

を収集し、有用な情報を適切に

選択して表現することができ

ているか。 

d:独立を達成してから高度経

済成長に至る過程を、アメリカ

との同盟関係、東アジア諸国と

の関係の中で正しく理解でき

ているか。 

授業、課題

プリントへの

取り組み状

況 

現
代
の
世
界
と
日
本 

冷戦の終結と日本 

日本社会の変容 

○ 

○ 

○  

○ 

○ a:将来を担う主権者として主

体的に考えようとしているか。 

b:激動する現代の中で日本が

なすべき課題を自分なりに考

察し、判断できているか。 

c:冷戦体制と 55 年体制の終

焉、経済のグローバル化の進

展、そして 21 世紀に入ってか

らの日本の政治・経済・社会の

動向に関する諸資料を収集し、

有用な情報を適切に選択して、

表現できているか。 

d:冷戦終結後の東欧革命、55

年体制が崩壊した政治状況、バ

ブル経済から平成不況へと進

んだ経済状況などを取り上げ

考察し、正しく理解できている

か。 

授業、課題

プリントへの

取り組み状

況 

ノート提出 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


